
Q　
本
市
に
お
け
る
身
寄
り
の
な
い
高

齢
者
へ
の
支
援
状
況
は
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

A　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援
の

ほ
か
、
死
亡
後
に
引
き
取
り
手
の
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
市
が
火
葬
や
埋
葬
等

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る

社
会
福
祉
法
改
正
案
で
は
、
身
寄
り
の

な
い
高
齢
者
へ
の
日
常
生
活
や
死
後
事

務
等
の
支
援
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
取
り
組
み
を
義
務
付
け
る
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
国
の
動
向
や
近
隣
自
治
体
の

取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
支
援
充
実
に
努
め
た

い
。

Q　
専
門
的
な
知
識
が
求
め
ら
れ
る
終

活
支
援
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
職
員

体
制
を
想
定
し
て
い
る
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

A　
多
様
な
生
活
課
題
等
に
対
応
す

る
た
め
、
社
会
福
祉
士
や
公
認
心
理
師

な
ど
の
福
祉
専
門
職
の
配
置
が
必
要
と

考
え
る
。
こ
れ
ら
の
専
門
職
の
採
用
に

加
え
、
職
員
の
自
発
的
な
資
格
取
得
を

促
す
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
た

い
。

Q　
本
市
に
お
け
る
観
光
事
業
の
取
り

組
み
内
容
は
。

【
経
済
部
長
】

A　
亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡
等
の
市

Q　
今
冬
の
豪
雪
に
よ
る
市
内
農
業
用

施
設
の
被
害
状
況
は
。

【
市
長
】

A　
次
の
表
の
と
お
り
。

Q　
被
災
農
家
へ
の
支
援
状
況
は
。

【
市
長
】

A　
再
建
や
修
繕
、
撤
去
に
か
か
る

一
部
費
用
を
補
助
す
る
た
め
の
予
算
を

４
月
に
専
決
処
分
し
た
ほ
か
、
本
定
例

会
に
県
の
補
助
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
補

正
予
算
案
を
計
上
し
て
い
る
。
予
算
案

が
可
決
さ
れ
た
の
ち
、
市
お
よ
び
県
の

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
に
広
く
周

知
し
た
い
。

Q　
令
和
6
年
第
2
回
定
例
会
で
提
案

し
た
、
つ
が
る
地
球
村
の
コ
テ
ー
ジ
増

設
お
よ
び
ペ
ッ
ト
連
れ
で
宿
泊
可
能
な

施
設
整
備
の
2
件
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
検
討
状
況
は
。

【
経
済
部
長
】

A　
コ
テ
ー
ジ
増
設
は
利
用
客
の
増

加
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
既

内
観
光
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
観
光
情
報
を

ネ
ッ
ト
配
信
し
て
い
る
。
加
え
て
、
春

ま
つ
り
や
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q　
桜
の
見
頃
が
終
わ
り
、
ベ
ン
セ
湿

原
の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
咲
き
始
め
る

ま
で
の
間
に
、
一
時
的
な
観
光
の
空
白

期
間
が
生
じ
て
い
る
。

　
こ
の
期
間
を
彩
る
新
た
な
魅
力
と
し

て
、
市
内
観
光
地
に
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
植

樹
し
て
は
ど
う
か
。

【
経
済
部
長
】

A　
季
節
の
流
れ
を
表
現
す
る
こ
と

は
本
市
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
た
め
、

観
光
客
が
訪
れ
る
施
設
を
中
心
に
植
樹

可
能
な
場
所
や
植
樹
後
の
管
理
に
つ
い

て
、
施
設
管
理
者
と
協
議
の
う
え
、
検

討
し
た
い
。

存
７
棟
の
う
ち
５
棟
が
建
設
か
ら
30
年

を
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
む
施
設
設
備
の
改
善

を
通
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が

る
効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
た
い
。

　
ペ
ッ
ト
同
伴
で
の
宿
泊
利
用
に
つ
い

て
は
、
食
事
会
場
で
の
一
般
利
用
客
と

の
分
離
な
ど
が
必
要
な
た
め
、
現
運
営

体
制
で
は
対
応
が
難
し
い
状
況
。
類
似

施
設
で
の
状
況
を
確
認
し
、
参
考
に
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

Q　
雪
を
活
用
し
た
外
国
人
観
光
客
の

誘
致
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
。

【
経
済
部
長
】

A　
温
泉
や
ス
キ
ー
な
ど
、
冬
特
有

の
魅
力
を
求
め
て
来
日
す
る
外
国
人
観

光
客
が
増
え
て
い
る
。
本
市
単
独
で
の

誘
客
は
容
易
で
は
な
い
た
め
、
県
や
観

光
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、

効
果
的
な
誘
客
方
法
を
模
索
し
た
い
。

3

議員が市の行政全般について市長等の執行機関に質問します。
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パイプ
ハウス
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Q　
ク
マ
の
出
没
等
が
確
認
さ
れ
た
場

合
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
方
法
の
現
状

に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
を
。

【
経
済
部
長
】

A　
防
災
行
政
無
線
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
公
式
L
I
N
E
等
を
活
用

し
て
注
意
喚
起
し
て
い
る
ほ
か
、
県
運

用
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
情
報
管
理
シ

ス
テ
ム
「
く
ま
ロ
グ
あ
お
も
り
」
の
周

知
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
迅
速
な
情

報
発
信
と
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
市
民
の
安
全
確
保
に
取
り
組
む
方

針
で
あ
る
。

Q　
本
市
を
訪
れ
る
国
内
外
の
観
光
客

に
対
す
る
ク
マ
対
策
の
状
況
は
。

【
経
済
部
長
】

A　
観
光
地
等
に
ク
マ
が
出
没
し
た

場
合
は
観
光
施
設
や
関
係
団
体
等
と
情

報
共
有
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
現
地

で
の
注
意
喚
起
や
立
入
自
粛
の
呼
び
か

け
を
行
う
。

　
多
言
語
に
よ
る
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
、
市
の
観
光
担
当
部
局
や
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
訪
日
客
向
け
に
分

か
り
や
す
い
周
知
方
法
を
検
討
し
た
い
。

Q　
管
内
小
・
中
学
校
の
通
学
路
に
お

い
て
、
ク
マ
の
出
没
に
対
応
し
た
安
全

点
検
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

【
教
育
部
長
】

A　
通
学
路
の
交
通
安
全
点
検
に
つ

い
て
は
各
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は
ク
マ
の
出

Q

A
Y
A
世
代
（
15
歳
か
ら
39
歳
）

の
が
ん
患
者
に
対
す
る
公
的
支
援
は
不

十
分
で
あ
り
、
在
宅
療
養
を
選
択
し
た

場
合
の
本
人
や
家
族
に
か
か
る
介
護
面

お
よ
び
経
済
面
の
負
担
が
非
常
に
大
き

い
。

　
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
家
族
と
と
も
に

療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
支
援
事
業

を
実
施
で
き
な
い
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

A　
全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
は
、
す

で
に
福
祉
用
具
の
貸
与
や
訪
問
介
護
等

の
利
用
に
か
か
る
費
用
の
助
成
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
、
県
内
で
は
弘
前
市
と

三
沢
市
が
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
若
年
が
ん

患
者
と
そ
の
家
族
の
療
養
生
活
を
支
援

す
る
た
め
の
事
業
導
入
を
検
討
し
た
い
。

Q　
骨
髄
移
植
等
の
医
療
処
置
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
の
定
期
予
防
接
種
で
獲
得
し

た
免
疫
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
再
接
種
に
か
か
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
取
り
組
め
な
い
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

A　
予
防
接
種
法
に
も
と
づ
く
定
期

予
防
接
種
の
公
費
負
担
は
原
則
１
回
限

り
の
た
め
、
再
接
種
に
か
か
る
費
用
は

全
額
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
に
再
接
種
に
関
す
る
要
望
や
問
い

合
わ
せ
等
は
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い

な
い
が
、
他
自
治
体
の
動
向
を
確
認
し

な
が
ら
、
本
市
に
お
け
る
対
象
者
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
た
い
。

没
を
踏
ま
え
た
点
検
も
必
要
と
考
え
る
。

見
通
し
の
悪
い
茂
み
や
耕
作
放
棄
地
の

状
況
、
柿
や
栗
な
ど
誘
引
物
の
有
無
を

関
係
部
局
と
情
報
共
有
し
、
実
効
性
の

あ
る
通
学
路
点
検
を
実
施
し
た
い
。

Q　
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
監
視
体
制

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
操
縦
可

能
な
職
員
は
い
る
か
。

【
総
務
部
長
】

A　
本
市
で
は
、
操
縦
免
許
を
保
有

す
る
市
職
員
10
名
で
ド
ロ
ー
ン
操
縦
部

隊
を
編
成
し
、
今
年
度
か
ら
月
2
回
の

操
縦
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
草
木
が
生

い
茂
る
な
ど
、
目
視
に
よ
る
確
認
が
困

難
で
危
険
を
伴
う
場
合
に
は
、
ド
ロ
ー

ン
を
用
い
て
上
空
か
ら
ク
マ
の
所
在
を

確
認
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
1
件
実
施

し
た
。
今
後
も
状
況
に
応
じ
て
活
用
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

Q　
本
市
に
お
け
る
女
性
管
理
職
の
登

用
状
況
は
。

【
総
務
部
長
】

A　
平
成
29
年
度
の
女
性
管
理
職
の

割
合
は
８
・
５
㌫
で
あ
っ
た
が
、
令
和

８
年
度
に
は
13
・
７
㌫
に
上
昇
し
て
い

る
。
ま
た
、
女
性
職
員
の
採
用
割
合
も

年
々
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
女
性
管
理
職
は
増
え
て
い
く
も
の
と

見
込
ま
れ
る
。

Q　
男
性
の
育
児
参
加
を
促
す
取
り
組

み
状
況
は
。

【
総
務
部
長
】

A　
父
親
と
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

料
理
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
継
続

的
に
開
催
し
て
い
る
。
今
後
も
男
性
が

家
庭
生
活
に
主
体
的
に
関
わ
り
、
育
児

に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

た
い
。
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Q　
農
業
従
事
者
の
減
少
に
伴
い
、
担

い
手
へ
の
農
地
集
約
化
が
進
み
、
1
経

営
体
あ
た
り
の
営
農
規
模
が
拡
大
し
て

い
る
。

　
農
地
が
小
区
画
・
分
散
し
た
ま
ま
で

は
、
大
型
機
械
の
効
率
的
な
利
用
に
限

界
が
あ
る
た
め
、
畦
畔
除
去
な
ど
に
よ

る
区
画
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
制

度
と
し
て
、
大
区
画
化
等
加
速
化
支
援

事
業
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
事
業
内

容
等
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
を
。

【
経
済
部
長
】

A　
当
事
業
は
効
率
的
な
農
業
経
営

の
実
現
を
目
的
と
し
た
国
の
助
成
事
業

で
あ
り
、
畦
畔
除
去
に
よ
る
区
画
拡
大

や
暗
渠
排
水
等
の
簡
易
な
基
盤
整
備
を

対
象
と
し
て
い
る
。
な
お
、
同
一
ほ
場

に
お
い
て
区
画
拡
大
と
暗
渠
排
水
の
同

時
実
施
は
で
き
な
い
た
め
、
年
度
ご
と

に
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
２
つ

の
と
お
り
。

⑴
西
津
軽
土
地
改
良
区
に
申
し
込
み
を

　
行
い
、
施
工
を
依
頼
す
る
方
法
。

⑵
県
の
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

　
本
市
を
通
じ
て
申
し
込
み
を
行
い
、

　
農
業
者
自
ら
施
工
す
る
方
法
。

Q　
事
業
採
択
の
要
件
は
。
ま
た
、
認

定
農
業
者
以
外
も
申
請
可
能
か
。

【
経
済
部
長
】

A　
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区

域
に
位
置
し
、
地
域
計
画
と
整
合
し
て

い
る
こ
と
を
基
本
要
件
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
認
定
農
業
者
以
外
で
も
申
請

可
能
だ
が
、
事
業
効
果
の
高
い
地
区
な

ど
か
ら
優
先
的
に
選
定
さ
れ
る
と
見
込

ま
れ
る
。

Q　
学
校
敷
地
内
で
倒
木
や
害
虫
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
は
。

【
教
育
部
長
】

A　
倒
木
し
た
場
合
や
倒
木
の
危
険

性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

伐
採
・
処
分
業
務
を
業
者
委
託
す
る
ほ

か
、
軽
微
な
事
案
に
つ
い
て
は
市
職
員

で
対
応
し
て
い
る
。

　
害
虫
駆
除
を
目
的
と
し
た
薬
剤
散
布

に
つ
い
て
は
、
全
小
・
中
学
校
お
よ
び

廃
校
と
な
っ
た
車
力
地
区
の
3
校
に
年

2
回
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
緊
急
を

要
す
る
際
に
は
、
散
布
箇
所
や
時
期
を

調
整
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
教

育
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

常
任
委
員
会

委
員
長

田た
な
か中

透と
お
る

5

議員が市の行政全般について市長等の執行機関に質問します。
QRコードから各議員の質問詳細を動画でご覧になれます。

▶
農
地
の
大
区
画
化

▶校
地の
環境整

備

Ａ　
環
境
性
能
割
に
代
わ
る
新
た
な

税
制
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

軽
自
動
車
購
入
時
に
お
け
る
市
民
の

税
負
担
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

議
案
第
46
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承

認
を
求
め
る
の
件

（
つ
が
る
市
地
方
活
力
向
上
地
域
に

係
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）

　
◎
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
六

　
　
の
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め

　
　
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
省
令
の
施
行
に
伴
い
、
つ
が

　
　
る
市
地
方
活
力
向
上
地
域
に

　
　
係
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措

　
　
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
。

議
案
第
45
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承

認
を
求
め
る
の
件

（
つ
が
る
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

　
◎
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、

　
　
つ
が
る
市
税
条
例
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
。山や

ま
う
ち内

勝ま
さ
る　
委
員　

Ｑ　
軽
自
動
車
購
入
時
に
課
さ
れ
て

い
た
環
境
性
能
割
が
令
和
８
年
３
月

末
で
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
税
負
担
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
か
。

【
税
務
課
長
】

絆
きしんかい
心会 齊

さいとう
藤 渡

わたる

つがる市議会だより－第91号


